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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

国
家
石
油
備
蓄
の
財
政
見
通
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
九
年
八
月
八
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
永 

健 

司 

殿 

 

提 

出 

者 
 

川 

崎 

寛 

治 

 

一 

 



 

去
る
七
月
二
十
七
日
の
衆
議
院
大
蔵
委
員
会
に
お
い
て
、
国
家
石
油
備
蓄
の
財
政
見
通
し
に
関
す
る
質
問
を 

行
つ
た
。
国
家
石
油
備
蓄
の
建
設
を
進
め
て
い
つ
た
場
合
、
石
特
会
計
石
油
及
び
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
勘
定 

（
以
下
「
石
油
勘
定
」
と
略
す
。
）
の
国
家
石
油
備
蓄
関
係
費
が
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
い
く
か
、
ま
た
、
国
家
石
油

備
蓄
関
係
費
の
歳
出
か
ら
歳
入
を
控
除
し
た
額
（
以
下
「
不
足
額
」
と
呼
ぶ
。
）
が
ど
の
よ
う
に
累
積
し
て
い
く
か
を

表
及
び
グ
ラ
フ
（
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
の
注
を
含
め
六
枚
か
ら
な
る
資
料
配
布
）
を
用
い
て
示
し
、
立
地
決
定
済
み
の

既
存
六
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
成
さ
せ
た
場
合
で
す
ら
財
政
破
綻
を
招
く
と
の
試
算
結
果
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
大
蔵
省
と
が
、
国
家
石
油
備
蓄
の
財
政
見
通
し
を
ど
の
程
度
先
ま
で
検
討
し
て
い
る
か
、
長

期
的
検
討
は
必
要
な
い
か
、
な
ど
に
つ
い
て
問
い
た
だ
し
、
更
に
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
長
期
的
検
討
の
試
算

を
行
い
、
当
方
の
試
算
と
突
き
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
た
。 

 
国
家
石
油
備
蓄
の
財
政
見
通
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
検
討
結
果
（
当
方
の
試
算
に
つ
い
て
の
）
は
、
八
月
七
日
に
提
出
さ
れ
た
。
反
論
が
試
み

ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
当
方
の
試
算
の
次
の
よ
う
な
特
徴
に
つ
い
て
の
無
理
解
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。 

大
蔵
省
「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
は
昭
和
六
十
三
年
度
ま
で
の
検
討
し
か
し
て
い
な
い
。
財
政
見
通
し
の
中
長

期
的
検
討
は
必
要
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
中
長
期
的
検
討
の
資
料
を
作
成
し
て
く
れ
ば
、
財
政
部
局
と
し

て
、
検
討
は
当
然
行
な
う
」 

大
蔵
委
員
会
で
の
主
な
答
弁
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
つ
た
。 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
「
長
期
的
検
討
の
提
出
は
約
束
で
き
か
ね
る
。
今
日
説
明
さ
れ
た
試
算
結
果
（
当
方
の
試

算
）
は
、
早
急
に
検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
」 

竹
下
大
蔵
大
臣
「
中
長
期
的
見
通
し
は
あ
る
も
の
と
考
え
て
国
家
石
油
備
蓄
の
問
題
に
臨
ん
で
い
る
。
歳
出
削

減
は
強
く
お
願
い
し
た
い
」 

四 

 



 

③ 

長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
を
八
・
四
％
と
見
た
こ
と
…
…
建
設
費
借
入
れ
及
び
油
代
借
入
れ
の
借
入
れ
利 

② 

建
設
期
間
及
び
建
設
費
借
入
れ
の
返
済
期
間
を
最
短
に
見
て
い
る
こ
と
…
…
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
を
短
く
見

た
方
が
、
支
払
利
息
の
合
計
が
少
な
く
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
当
方
の
試
算
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

期
間
を
最
短
に
見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
仮
定
は
、
財
政
が
破
綻
す
る
と
の
結
論
を
導
き
出
す
上
で
、
い
さ
さ

か
も
障
害
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
当
面
の
財
政
難
を
切
り
抜
け
る
策
と
し
て
昨
年

採
用
し
た
完
成
時
期
繰
延
べ(

建
設
期
間
延
長)
の
は
う
が
、
建
中
利
息
を
か
さ
ま
せ
、
む
し
ろ
長
期
の
財
政

収
支
を
苦
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
。 

① 
国
家
石
油
備
蓄
基
地
の
完
成
時
期
を
同
一
と
見
て
い
る
こ
と
…
…
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
の
注

3

(

配
布
資
料)

で
完
成
時
期
を
同
一
と
見
て
も
長
期
の
財
政
収
支
を
見
る
上
で
は
差
し
支
え
な
い
こ
と
を
証
明

し
て
い
る
。
一
つ
の
国
家
石
油
備
蓄
基
地
は
通
常
三
区
画
に
区
分
さ
れ
、
区
画
毎
に
完
成
時
期
が
異
な
る 

 

が
、
こ
の
場
合
も
完
成
時
期
を
同
一
と
見
て
差
し
支
え
な
い
こ
と
は
全
く
同
様
に
証
明
で
き
る
。 

五 

 



 

以
上
の
①
～
③
を
理
解
し
さ
え
す
れ
ば
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
反
論
の
ほ
と
ん
ど
は
根
拠
の
な
い
こ
と
が
明

ら
か
と
な
る
。 

な
お
、
当
方
の
試
算
で
国
家
石
油
備
蓄
関
係
費
の
歳
入
を
一
定
と
見
た
こ
と
に
つ
い
て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

は
、
○イ

将
来
の
原
油
価
格
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
、
○ロ

Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
入
量
に
増
大
が
見
込
ま
れ
る
、
○ハ

石
特
会
計
全

体
（
正
し
く
は
、
石
油
税
が
繰
入
れ
ら
れ
、
原
資
の
大
部
分
を
そ
れ
に
あ
お
ぐ
「
石
油
勘
定
全
体
」
、
と
す
る
べ
き
）
と

し
て
各
年
毎
の
歳
出
需
要
を
考
慮
し
つ
つ
予
算
が
組
ま
れ
る
、
と
反
論
し
て
い
る
が
、
○イ

及
び
○ロ

に
つ
い
て
は
、

グ
ラ
フ
注

1(

配
布
資
料)

に
掲
げ
た
表
を
見
れ
ば
、
反
論
た
り
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
石 

率
は
、
い
ず
れ
も
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
と
連
動
す
る
。
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
八
・
四
％
と
い
う
仮
定 

 
は
、
過
去
五
年
間
の
長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
の
推
移
か
ら
見
て
も
決
し
て
高
く
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
長
期

プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
が
低
く
な
つ
た
場
合
で
も
財
政
破
綻
を
き
た
す
こ
と
に
全
く
変
わ
り
は
な
い
こ
と
は
、
グ

ラ
フ
の
注

5(
配
布
資
料)

で
証
明
し
て
い
る
。 

六 

 



 

油
税
全
体
に
占
め
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
へ
の
課
税
分
の
割
合
は
五
％
以
下
で
あ
り
、
○ロ

に
伴
う
増
収
分
は
微
々
た

る
も
の
で
し
か
な
い
。
ま
た
、
○ハ

に
し
て
も
、
石
油
勘
定
の
国
家
石
油
備
蓄
関
係
費
以
外
の
項
目
が
、
増
大
な
い

し
横
ば
い
傾
向
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
決
し
て
反
論
に
は
当
た
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
歳
入
を
正
確

に
見
通
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
明
確
な
増
大
な
い
し
減
少
の
要
因
が
な
い
限
り
そ
れ
を
一
定
と
み
な
す
こ

と
は
、
歳
出
が
ほ
ぼ
正
確
に
見
通
せ
る
だ
け
に
、
長
期
の
財
政
収
支
を
検
討
す
る
上
で
は
、
妥
当
と
い
う
べ
き
で

で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
検
討
結
果
は
、
反
論
と
し
て
あ
ま
り
に
も
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
既

存
六
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
の
建
設
で
さ
え
財
政
破
綻
を
招
く
と
の
当
方
の
試
算
結
果
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の

検
討
を
経
て
も
、
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
歳
出
削
減
の
徹
底
を
図
る
長
期
的
検
討(

借
入
金
の
償
還
計
画
な
ど)

を
行
う
な
ど
、
国
家

石
油
備
蓄
関
係
費
の
不
足
額
の
累
積
を
避
け
る
た
め
の
対
策
は
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

七 

 



 

一 

国
家
石
油
備
蓄
関
係
費
の
歳
出
削
減
に
つ
い
て 

1 

国
家
石
油
備
蓄
基
地
の
完
成
時
期
の
延
期
は
長
期
の
財
政
収
支
を
悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
歳
出
削
減 

し
か
し
、
○ｃ

は
②
で
述
べ
た
よ
う
に
、
む
し
ろ
長
期
の
財
政
収
支
を
苦
し
く
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。
ま 

 

た
、
○ａ

は
当
方
の
試
算
で
も
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
財
政
破
綻
を
招
く
と
の
試
算
結
果
が
出

て
い
る
。 

昨
年
八
月
二
十
二
日
に
発
表
さ
れ
た
『
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
総
点
検
に
つ

い
て
』
で
は
、
国
家
石
油
備
蓄
関
係
費
の
歳
出
削
減
策
と
し
て
、
○ａ

タ
ン
カ
ー
備
蓄
の
陸
揚
げ
の
促
進
、
○ｂ

民
間
の
原
油
タ
ン
ク
余
剰
能
力
の
有
効
利
用
、
○ｃ

国
家
石
油
備
蓄
基
地
の
完
成
時
期
の
延
期
、
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

そ
こ
で
、 

八 

 



 

二 

国
家
石
油
備
蓄
関
係
費
の
長
期
的
検
討
に
つ
い
て 

1 

七
月
二
十
七
日
の
大
蔵
省
答
弁
で
は
「
長
期
的
検
討
は
必
要
」
と
い
う
こ
と
で
あ
つ
た
（
竹
下
蔵
相
の
答
弁

も
同
じ
趣
旨
）
が
、
大
蔵
省
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
と
の
間
で
今
後
、
長
期
的
検
討
を
ど
の
よ
う
に
進
め
、
い 

4 

北
海
道
共
同
備
蓄
の
原
油
タ
ン
ク
に
は
、
ほ
と
ん
ど
石
油
公
団
の
油
が
入
つ
て
い
る
が
、
北
海
道
共
同
備

蓄
を
国
家
石
油
備
蓄
に
組
み
入
れ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
か
。 

3 

「
○ｂ

民
間
の
原
油
タ
ン
ク
余
剰
能
力
の
有
効
利
用
」
の
ほ
か
に
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
歳
出
削
減
策
（
国

家
石
油
備
蓄
関
係
費
の
）
を
考
え
て
い
る
か
。 

2 

「
○ｂ

民
間
の
原
油
タ
ン
ク
余
剰
能
力
の
有
効
利
用
」
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
、
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
あ

く
ま
で
国
家
石
油
備
蓄
基
地
の
み
に
よ
る
三
千
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
国
家
石
油
備
蓄
を
進
め
る
方
針
か
、
ま 

た
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
方
針
は
、
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
で
も
了
承
済
み
か
。 

は
、
着
工
時
期
の
延
期
に
よ
つ
て
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

九 

 



 

三 

今
後
の
国
家
石
油
備
蓄
基
地
建
設
に
つ
い
て 

2 

六
十
三
年
度
ま
で
の
財
政
見
通
し
の
検
討
し
か
行
つ
て
い
な
い
段
階
で
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
地
決 

1 

既
存
六
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
新
た
に
着
工
す
れ
ば
、
財
政
事
情
か
ら
完
成
時
期
の
延

期
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。
従
つ
て
、
質
問
一
―

1
と
同
じ
趣
旨
か
ら
、
当
分
、
既

存
六
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外
へ
の
着
工
は
ひ
か
え
る
べ
き
、
と
思
う
が
ど
う
か
。 

2 

当
方
の
試
算
（
七
月
二
十
七
日
配
布
の
表
・
グ
ラ
フ
）
、
当
方
の
試
算
に
対
す
る
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
検

討
結
果
及
び
当
主
意
書
に
お
け
る
前
段
の
説
明
を
長
期
的
検
討
の
た
め
の
資
料
と
す
る
か
。
も
し
、
し
な
い

と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
。 

つ
頃
ま
で
に
行
う
つ
も
り
か
。
ま
た
、
大
蔵
省
は
、「
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
中
長
期
的
検
討
の
資
料
を
作
成

し
て
く
れ
ば
、
検
討
は
当
然
行
な
う
」
と
も
答
弁
し
た
が
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が
資
料
を
作
成
し
て
こ
な

け
れ
ば
、
長
期
的
検
討
は
一
切
行
わ
な
い
つ
も
り
か
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

定
を
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
か
。
も
し
も
あ
り
得
る
と
す
れ
ば
、
財
政
再
建
、
歳
出
削
減
の
基
本
方
針
と
ど

う
整
合
す
る
か
。 

3 

新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
地
決
定
を
す
る
に
は
、
何
年
度
頃
ま
で
の
長
期
的
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

る
か
。 

右
質
問
す
る
。 


